
　　　　　　　　令和４年度版　

　令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、地域活動が思うようにできない状況が続きました。
　そのような中でも、地区社協の皆さんは様々な工夫を重ね、人々の生活に寄り添いながら活動を継続して
こられました。
　市内18区社協のヒアリングにより把握した、256地区の「地区社協状況書」から見える「よこはまの地区社
協の底力」を一部ご紹介します。

よこはまの

地区社協活動
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令和３年度は89％まで回復※
　サロンなどの集いの場は、少人数・屋外
など様々な工夫により、令和元年度の開催
状況に近づいています。

コロナ前より事業数が増加
　対象者を限定しない、地域全体の見守り
も増えています。

令和３年度は98％まで回復※
　地区社協の理事会など話し合いの場は
オンラインの活用や短時間開催など工夫
して実施されています。
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新型コロナウイルス感染症が流行する前の令和元年度から令和３年度までの比較（地区社協状況書より）

次のページでは、コロナ禍で各地区が取り組まれた工夫点などをご紹介しています

※ 令和元年度を100％とした時の増減率を表しています



新型コロナウイルス感染症
の拡大防止のため、
地域活動が休止した
ことにより…
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地域の状況が見えにくくなった！
人が集まることがなくなったので、情報が入ってこなくなった。
外出自体を控えるようになり、地域の方々の様子がわからなくなった。

地区社協の取組が見えにくくなった！
イベントや事業が中止となったので、地区社協の取組が地域住民
の目に触れる機会が少なくなった。

配食活動ができないときは、感染症
対策グッズなどを配布し、顔の見え
る関係が継続できるよう工夫しまし
た。 泉区 しらゆり地区社協

食事会からお弁当の配布に変更しまし
た。配布時には、健康づくりサポーター
の協力を得て、健康チェックも実施しま
した。 中区 新本牧地区社協

各家庭にある「自分では使わないけど、
捨てるにはもったいないもの」の提供を
呼びかけ、必要な人が無料で持ち帰れる
場を作りました。住民同士の支え合いや
交流の場となりました。
 緑区 十日市場団地地区社協

掲示板の「困窮世帯向けの無料頒布会」の
チラシを見て関心を持った小学６年生のク
ラスの福祉学習の授業に参加しました。頒
布会の様子を伝えると、児童から「困って
いても相談ができない人もいる。お互いさ
まを大切に助け合っていきたい」との感想
が寄せられました。
 旭区 旭北地区社協

定期的に開催していた福祉施設との連絡会が
開催できなくなったが、そのつながりがあっ
たため、コロナ禍で生じた地域活動上の困り
ごとについて施設に相談でき一緒に解決する
ことができました。 港南区 永谷地区社協

高齢者の食事会が実施できなくなったため、一人暮
らし高齢者への配食に変更したところ、食事会には
参加できなかった車いすを利用されている方や男性
とのつながりができ、喜ばれました。
 戸塚区 柏尾地区社協

地区社協で高齢者の買物の困りごとについて
調査を行い、検討会を立ち上げました。その
結果、移動販売を２か所で実施できることに
なりました。 栄区 本郷第三地区社協

大勢で集まるのが難しかったので、小グループに分けて話し
合いを行いました。生活圏が近いので目指す地域の姿がより
具体的に見えてきました。 港北区 菊名地区社協

各団体や町内会の見守り活動につい
て、お互いの取組状況を共有し、地
区全体で連携できるように、地区社
協は横つなぎをする役割を担ってい
ます。 西区 第４地区社協

多くの人に広報紙を手に取ってもらえる
よう、トップページに地域住民のエッセ
イや絵、写真を載せました。また、小中
学生に福祉活動についての原稿を書いて
もらったら大変好評でした。 
 都筑区 荏田南地区社協

広報紙の愛称を地域住民に募集したり、学
校の全校生徒にも配布して、多くの人に読
んでもらうための工夫をしています。
 鶴見区 鶴見中央地区社協

地区社協に対する認知度やボランティア参加ニーズにつ
いて調査を行いました。QRコードを付けるなど回答し
やすい工夫を行い、「活動したい」という多くの回答が得
られました。 金沢区 金沢東部地区社協

広報紙には、読者の趣味などを掲
載するページを設けたり、読者の
声を反映させるようにしていま
す。また、活動を再開した団体を
取り上げ、住民に知ってもらえる
よう工夫しました。
 南区 南永田山王台地区社協

「学校・地域コーディネーター」
に地区社協の常任理事になって
もらいました。学校・地域コー
ディネーターやPTA役員は若
い世代とのネットワークもある
ので、地域活動の担い手として
期待しています。
 青葉区 すすき野地区社協

保育園・幼稚園・小学校に協力してもらい、
高齢者に年賀状を送る活動を行いました。そ
の年賀状のコピーを地域ケアプラザに展示し
たところ、多くの方に地区社協の活動を知っ
てもらうことができました。
 磯子区 洋光台地区社協

令和２年度の片倉地区の取組を参考に、地区社協
名入りエコバッグを作成しウエットティッシュな
どの消耗品を詰め、地区社協の認知度向上及び見
守り活動の一環として対象者へ配布しました。
 神奈川区 白幡地区社協

ほとんどの会議が中止となりましたが、
「見守りによる地域づくり」推進委員会だ
けは例年通り開催し、日頃の地域の様子に
ついて情報交換を行うことができました。
 瀬谷区 相沢地区社協

対面での会議開催ができない時にオンラ
イン会議を実施しました。現在も対面と
オンラインを併用し、参加しやすい方法
で参加できるようにしています。
 保土ケ谷区 常盤台地区社協

こんな嬉しい
報告も…
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よこはまの
底　力

地域活動は、赤い羽根共同募金によって
支えられています。

募金の使い道はこちら

　地区社協には、地域住民や活動者の気付きを把握し、
それを共有することで地域の現状を確認し、課題が
あれば解決に向けた検討を進めるという機能があります。
　様々な立場の方が参加する地区社協だからこそ、
そのネットワークを活かした展開ができます。

　これまでに誰も経験したことのない状況下で、地区社協の皆さんは今ある取組やつながりを活かしながら、
少しずつ工夫を重ねて、この難局を乗り越えてこられました。
　同じ悩みを抱えながら、それぞれに地域づくりを進める仲間が、横浜市内には256地区あります。
　これからも共に横浜の地域づくりを進めていきましょう。

たとえば
ラジオ体操での
気付きから…
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地域の現状や
課題をみんなで確認

地域の課題に対して
協力して解決

地区社協の地区社協の
ネットワークネットワーク

うちの町内のラジオ体操でも
同じ課題を感じていたのよ！
自由参加だし、参加者名簿も
ないから、その後の見守りが
できないのよね…。

せっかくつながりができても、
参加しなくなると見守りもでき
ないんじゃ、もったいないね。
どうしたらいいか、みんなで検
討しよう！

いつもラジオ体操に参加してい
た人が急に来なくなったんだ。
連絡先がわからないから、どう
しているか心配で…。

地域住民や
活動者の気付き




